
 

 

 

・

梅雨が明けて本格的に暑くなる時期になりました。｛う｝のつく旬のものを食べて夏バテを予防すると良いと言われ

ています。うなぎや梅干し、瓜（きゅうりやスイカ）など、夏を感じる栄養たっぷりの食べ物はたくさんあります。

好き嫌いせずしっかり栄養を取って、また、暑さに負けない身体作りをしましょう。「早寝早起き朝ご飯」を合言葉

に、園生活を楽しく過ごしていきましょう。7 月はこどもの感染症が急激に増えます。手洗い・うがい・十分な睡眠

で予防を心掛けましょう。 

 

虫刺されや擦り傷、あせもなどを掻きむしり、健康な

人の皮膚や鼻、口の中にいる黄色ブドウ球菌、化膿連

鎖球菌という常在菌が傷口に入ることが原因で起こり

ます。 

患部がジクジクしていたりすると、それを触った手

で、別の身体の場所を触ることで全身に広がっていき

ます。 

皮膚を清潔に保つとともに、かゆみがある時は薬を塗

ってあげることもよいでしょう。 

また、患部を触れないように保護することも大切で

す。 

症状がある間はプールに入ることは控えましょう。 

夏の冷え性対策 


